
カジノ合法化とカジノ族議員
　
自民、民主、維新らのカジノをめぐる動きについては、既に2012年5月1日会報2号、2013年4月10日会報11号で紹介している。しかし、今は維新が東京の石原、大阪の橋下代表が最大の旗振り役として、今秋にもカジノ合法化を目指している。この点の動きをわかりやすく紹介しているものに、赤旗紙（7月18日）の藤沢記者のレポートがあり、これも今号の資料として付しておく（この記事は、6月9日開催のシンポでの被害者の訴えまである）。
このカジノは、カジノ議連（正式には国際観光産業振興議員連盟、統合リゾート（ＩＲ）よりＩＲ議連と自称）が推進役だが、今や安倍晋三、麻生太郎、石原慎太郎、小沢一郎を最高顧問にし、自民の細田博之が会長、副会長が自・公・民・維・みんな・みどりから計16名、幹事長が自民の岩尾毅、事務局長が生活の鈴木克昌、事務次長は民・自・維・みんなから9名で、総員は後記のとおり4月23日現在で別表の140名という。
要するに、共産、社民以外は全てカジノ議員を出していることになる。もっとも7月の参院選で落選したみどりの風の谷岡郁子氏は引退して議員連盟から離れたように、簡単にいえば現在は自民が増え、他は減ったといえよう。
結局、現在の情勢は、自・公・民・維・生・みんなのカジノ族議員が「観光産業振興」の美名の下、ギャンブル依存症対策など全て先送りして立法しようとしている。2013年3月8日衆院予算委で、カジノ議員連最高顧問の安倍総理に対し、鈴木克昌ＩＲ議連副会長（生活）が「カジノを解禁すべき」と迫り、安倍は「カジノ導入は産業振興をもたらしうる。治安に悪影響との問題も指摘されるが、私自身はメリットも十分あると思う」とデキレースの質疑回答をしている。
ＩＲについては、行政としては①犯罪、②治安、③青少年の健全育成、④依存症などの問題があることははっきりしているが、今は観光立国推進閣僚会議がＩＲを推進すべく動き、負の諸問題は関係省庁任せとしている。
だが、現在合法化されている公営競技や宝くじ、toto、そして脱法ギャンブルパチスロについて①②③④につき適切な措置のとれていない。天下りもし推進しているこれら監督庁に任せるだけではまともな対策も生まれようがない。厚生労働省は、ギャンブル依存症の直接の関係庁だが、ＩＲ推進の副大臣級の閣僚会議に入っていない。要するに、何もしていないのに未来に対策するというだけでカジノ合法化を進めている状況である。カジノ（ＩＲ）議員の一人一人の見識も実にお寒いもので、これではパチスロ議連と同じになってしまう。
国際観光産業振興議員連盟（ＩＲ議連）
【役員（案）　平成25年4月24日現在】
○最高顧問　安倍晋三（自・衆）、麻生太郎（自・衆）、石原慎太郎（維・衆）、小沢一郎（生・衆）
○顧問　　　石井一（民・参）、下村博文（自・衆）、平沼赳夫（維・衆）、茂木敏充（自・衆）
○会長　　　細田博之（自・衆）
○副会長　　小沢鋭仁（維・衆）、柿沢未途（み・衆）、金田勝年（自・衆）、河村建夫（自・衆）、
櫻井充（民・参）、佐藤茂樹（公・衆）、鈴木克昌（生・衆）、谷岡郁子（みどり・参）、中山恭子（維・参）、野田聖子（自・衆）、羽田雄一郎（民・参）、前原誠司（民・衆）、松野頼久（維・衆）、柳澤光美（民・参）、山口壯（民・衆）、山本幸三（自・衆）
○幹事長　　岩屋毅（自・衆）
○副幹事長　中村博彦（自・参）、葉梨康弘（自・衆）、松浪健太（維・衆）
○幹事　　　秋葉賢也（自・衆）、石関貴史（維・衆）、佐藤信秋（自・参）、平井たくや（自・衆）
○事務局長　萩生田光一（自・衆）
○事務局次長　伊藤忠彦（自・衆）、伊東良孝（自・衆）、今井雅人（維・衆）、浦野靖人（維・衆）、大家敏志（自・参）、坂井学（自・衆）、玉木雄一郎（民・衆）、藤巻幸夫（み・参）、三原じゅん子（自・参）
【名簿（平成25年4月23日現在）】合計140名
○自民党（85名）　愛知治郎、青木一彦、秋葉賢也、秋元司、麻生太郎、安倍晋三、石田真敏、
石原宏高、泉原保二、伊東良孝、伊藤忠彦、井上貴博、猪口邦子、井林辰憲、今津寛、岩井茂樹、岩屋毅、衛藤晟一、遠藤利明、大塚拓、大塚高司、大西英男、大見正、大家敏志、小里泰弘、
金子恭之、金田勝年、神山佐市、河村建夫、北村誠吾、工藤彰三、熊谷大、河野太郎、古賀篤、小坂憲次、今野智博、坂井学、桜井宏、佐々木紀、左藤章、佐藤信秋、塩崎恭久、島尻安伊子、島田佳和、下村博文、末松信介、末吉光徳、菅原一秀、世耕弘成、瀬戸隆一、武井俊輔、武部新、竹本直一、伊達忠一、塚田一郎、津島淳、鶴保庸介、冨樫博之、長坂康正、中村博彦、中村裕之、西村康稔、西村明宏、野上浩太郎、野田聖子、萩生田光一、長谷川岳、葉梨康弘、原田憲治、
平井たくや、平沢勝栄、藤井比早之、船橋利実、細田博之、堀井学、松本純、御法川信英、
三原じゅん子、宮崎政久、武藤貴也、武藤容治、茂木敏充、山際大志郎、山本幸三
○民主党（23名）　石井一、生方幸夫、江崎孝、大島九州男、大野元裕、小川勝也、奥野総一郎、
尾立源幸、加賀谷健、小西洋之、櫻井充、谷博之、玉木雄一郎、羽田雄一郎、広田一、藤谷光信、藤田幸久、前原誠司、安井美沙子、柳澤光美、山口壯、笠浩史、鷲尾英一郎
○日本維新の会（16名）　伊東信久、石関貴史、石原慎太郎、今井雅人、浦野靖人、小沢鋭仁、
坂元大輔、新原秀人、園田博之、田沼隆志、中山恭子、馬場伸幸、平沼赳夫、松浪健太、
松野頼久、村岡敏秀
○公明党（8名）　稲津久、加藤修一、輿水恵一、佐藤茂樹、佐藤英道、谷合正明、横山信一、
渡辺孝男
○みんなの党（5名）　青柳陽一郎、柿沢未途、藤巻幸夫、松田公太、山田太郎
○生活の党（2名）　小沢一郎、鈴木克昌
○みどりの党（1名）　谷岡郁子
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書籍紹介　今回紹介するのは、谷岡一郎氏（現在大阪商大学長）の関係著作。氏はゲーム好きから研究者となり、「ギャンブルの社会学」という講座をもつ。ほとんどは絶版であるがアマゾン等で入手した。氏の著作は個性はある。依存症対応をのぞけばバランスのとれた視点で書かれている。以下、古い順に紹介していく。◎はお勧め。
１．◎『ギャンブルフィーバー』　谷岡一郎（中公新書　1996.10.15　680円）
　　副題に「依存症と合法論争」とある。(1)ギャンブルの役割、(2)ギャンブルホーリック、(3)はまりゆくパターンとはまる性格、(4)ギャンブルホーリックの治療、(5)ギャンブル（カジノ）に反対する人々、（6）ギャンブル解決論、（7）世界の動きと未来、の各章まで「社会学」的アプローチの著作である。まえがき、あとがき、参考文献と学者らしい足跡と広範な視点がわかる。カジノについても中立的見解である。
ギャンブルを総合的に知る場合の好著。再版も望みたいが、この世界の事情、データの変化が激しく、再版するとしてもかなり改版するか補充しないと不足するので絶版になっていると思われる。しかし、研究する場合の入門書としては他の偏頗ないし有害な著作と比べると格段に質が高いので「モッタイナイ」絶版である。
２．『ツキの法則』　谷岡一郎（ＰＨＰ新書　1997.8.5　657円）　＜会報5号で紹介済＞
　　―「賭け方」と「勝敗」の科学―との副題。(1)ギャンブラーの迷信、(2)必勝法の誤り、(3)確実に負ける賭け方とは、(4)破滅型ギャンブラーとゆとり型ギャンブラー、(5)効果的な賭け方とツキ、の各章からなる。要するに「ツキ」とは統計上のゆらぎ（波）であるが、確率論、期待値、控除率、二項定理とパスカル大数の法則やルーレット、バカラ、ブラックジャックの遊び方までを解説する。
　　ギャンブル、ゲームが好きな著者の「理数」本である。
３．◎『現代パチンコ文化考』　谷岡一郎　（ちくま新書　1998.3.30　660円）
　　氏のギャンブル社会学を「パチンコ文化」で示したもの。(1)パチンコと日本人、(2)パチンコの「おもしろさ」、(3)産業としてのパチンコ、(4)パチンコと法律、(5)パチンコの未来、と各章で詳しく述べる。パチンコを知るには極めて便利良く書かれている。パチンコの売上は自動車、通信・パソコンを抜くかと言われるが、一説に売上24兆円を超え、自動車を抜いたと言われた時代の「ギャンブル」でない建前のギャンブルパチンコを詳しく紹介している。
　　この30兆円パチンコ収益の1％でさえ、「依存症」治療に充てる「ノブレス・オブリッジ」がないと柔らかく批判。終わりに加藤秀哉著「パチンコと日本人」を勧め、参考文献も詳しい。ここに引用されている大衆メディアの朝日、毎日、日経、産経、読売の記事、週刊誌ダイヤモンド、現代、文春、ＡＥＲＡ、Ｆｌａｓｈ、財界展望などを読めば、よりパチンコ界の醜状も視えよう。パチンコを学ぶには便利な本だが、これも再版するには新データが必要なのか絶版となっている。
４．『ラスヴェガス物語』　谷岡一郎　（ＰＨＰ新書　1999.8.4　657円）
　　カジノといえばラスヴェガス。副題は、「マフィアの街」から「究極のリゾート」。
序章新しいラスヴェガスから、(1)ラスヴェガス誕生、(2)ベンジャミン・シーガル、(3)ハワード･ヒューズ、(4)スティーブ・ウィン、終章ラスヴェガスの陽は沈むか、までラスヴェガスとかかわる人物をフォローしたもの。年表、文献、人名辞典まで付く。
カジノを論ずればラスヴェガスは必ず先例とされるし、その歴史、実態を知っておくことは日本のカジノ論でも不可欠である。ただ、このような巨大なカジノは日本のどこにも導入することは不可能であろう。ラスヴェガスは「ＣＩＴＹ　ｏｆ　Ｈｏｐｅ」（他都市から逃げて心機一転やり直す街）と言われるが、さらにその先に行く街はなく、自殺する人も全米第1位。そして将来、ラスヴェガス自体がディズニーワールドのような集約リゾートやインターネットなど他の手段のエンターテイメントに負けたり、腐敗、天災・人災により沈むかもしれないといい、自動車産業のデトロイトの現実と比較する。
　　ただ、未成年（18才）入場について、日本のパチンコ入場や券購入者が「外見上老けて見えた」という抗弁を許さず、アメリカではＩＤ確認を怠ると50万ドルの罰金を付してまで処しているカジノの厳しさも紹介する。
氏は、ギャンブルの甘い誘惑に勝つための「教育」が必要という。しかし、学校教育より重要なのは「親の躾」というところは、高等教育を受けられた氏の教育観であろうが、ギャンブル、酒、クスリのような誘惑事業に関しては誤りと思われる。
５．『カジノが日本にできるとき』　谷岡一郎　（ＰＨＰ新書　2002.9.4　700円）
　　アメリカのカジノを視た氏が、「娯楽なき大人の社会はあり得ない」と、カジノも自己責任の下で認めるべきという。アメリカの例によりプラス･マイナスを分析し、「失業対策」「地域振興」「税収」の効果は大きく、「青少年への悪影響」「勤労精神の減退」「闇の社会」は心配ないという。
　　アメリカのカジノが今日の姿になるまでには凄まじい闘い、犠牲の上にある。氏は、1万7千のパチンコ店はカジノという。モナコのような公設公営カジノからラスベガスのような民設民営カジノ、その効果（効用、コスト（マイナス影響））を簡単に書く。しかし、氏は自らカジノ合法化論者であり割り引いて考えてもらうべきだが、経済効果が大きいはずというのである。
　　最後は、日本にカジノをつくるなら、(1)犯罪組織の関与がなく、(2)儲け過ぎず、(3)客にフェアーなものであり、「楽しみ」を複合化したものをという。氏は、ギャンブルを選択の自由ある「大人の社会」でのゲームとし、承認しようというのであるが、日本の公営ギャンブルが客の人生にとって健全なものになるというのは余りにも甘すぎる。批判して止まない現在のパチンコ産業も、カジノでの複合化、プラス効果をいうなど、結局、ギャンブル後進国日本をカジノで大人の娯楽社会にできるとの夢を撒いている結果となっている。
６．『負け方の王道』　谷岡一郎　（マイコミ新書　2011.3.31　830円）
　　1997年発行の「ツキの法則」（ＰＨＰ新書）に続き、ギャンブルだけでなく「勝ち負け」のある資本主義の下での処世術を書いた本。(1)負けたくない人々、(2)弱いプレイヤーの典型、(3)資本主義とは「賭けのシステム」、(4)ギャンブラーの錯覚、(5)偶然の要素－負けに不思議の負けなし－、(6)正しい負け方－リスクとプライス･トウ･ペイ－、(7)本当に怖いギャンブラーとは－まとめに代えて－の各章を書く。ギャンブルは公正・公平な勝負の代表といい、実は現実社会にルール破りが居ることや、リスクを冷静に判断し決断するプレイヤーこそ正しいという哲学が「勝ち方」でなく「負け方」として書かれている。なお、「あこぎな宝くじ」の項以下では「大衆をあざむく」広告で「社会的弱者」を欺していると批判している。たしかに、宝くじやtotoは「あこぎ」な商売で、よく判った上で公平な賭けをさせる資本主義に反するといいたいのだろう。オカルト広告でくじを売るなど許されないという感覚は全く同感。
７．◎『ギャンブルの社会学』 谷岡一郎、仲村洋一編（世界思想社 1997.12.20　2300円）
　　「ギャンブル学」を立てようとする谷川氏中心10人の共著。(1)ギャンブルの心理、(2)ギャンブルと人生、(3)子どもと賭けごと、(4)ギャンブルと法、(5)だましといかさま、(6)ギャンブルの社会史、(7)ギャンブル研究の方法と課題、(8)公営ギャンブル競輪の「スポーツ」化、(9)社会病理としてのギャンブル依存、(10)巨大産業パチンコの世界、(11)カジノ財政と地方財政、(12)公営ギャンブルと日本社会、(13)政界のギャンブルの動向と未来、の各章を分担する。ギャンブルを総合的学問的に視ようとするもので、歴史学、文学、社会学、法律学、経済学、財政学、医学にわたり広い視点をもって紹介している。
　　もしこの著作に詳しい事項索引があれば、と思う。最後に「ギャンブル学」に一言。本著(9)章で朝日記者の坂本氏も書いているが、依存症患者へのサポート体制のない日本のパチンコ産業が隆盛している。なのに(10)章でライター姜氏がパチンコも公営ギャンブル化し「共生振興」を提唱するのは甘い。(12)章で徳大寺氏が天下り、収益金使途、法の下の平等、健全競争の欠如を批判するがギャンブル肯定学、「ギャンブル好き」の研究学会にならないように願いたい。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
賭博に対する雑学の宝箱
　既に書籍紹介しているが、増川宏一氏による「ものと人間の文化史」シリーズの著作は、ゲームやギャンブルの百科事典といえるほど情報が多い。23巻の1，2の将棋、29巻の盤上遊戯、40巻の1～3の賭博、59巻の碁、70巻のさいころなどがある。Ｂ5版各冊300頁余、計2500頁以上のこれら著作には古今東西のゲームとギャンブルに関する実に多様な視点と素材がある。
　まず、ゲーム、ギャンブルに関する歴史学は文献紹介もあり、詳しい。社会学、犯罪学なども詳しいが、残念なのはギャンブルをする人の心理学、精神医学がないことである。この点を除き、もし会員ないし読者がゲームや賭博関係の歴史を知ろうと思えば、これら計8冊をお勧めしたい。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
博打名言・名句（日本名言・名句の辞典参考）
◎博奕をうつもの、始より負けんとてかかり候もの、一人もこれなく候　（三井高房　1733年頃）
　　　誰も勝ちたいと思っている。願望が希望から実現するように思ってしまうところに判断の飛躍がある。要するに、論理的には理想的な賭けでも完全な確率の範囲内でしかない。そして負ける博奕がほとんどだ。
　　　寺銭、手数料を除いた賭客への全配当が公営競技で２５％強、宝くじ、totoで４５％強だから、「始より負けん」とての博奕であるといえる。
◎博奕諸勝負などのもて遊び、しんしゃくあるべし、天下一の上手といはれたるよりはしらぬ方こそまさりなれ　（如儡子　可笑記　1642年）
　　　博奕で天下一の上手などと持ち上げられるより、博奕を知らない方が良い。ビギナーズラック（初心者でも勝つこと）でその遊びが深みに入る。パチンコから公営競技まで賭け依存症になるのは、この落とし穴があるためである。
◎博奕事に勝てば又勝ちたくなり、負くれば重ねて勝ちたくなり、勝ちても負けても、勝ちたい勝ちたいと思ふてやめる心つかず、ついに家も貧乏になり、身を失ひ家を滅ぼす（伊勢貞丈　1763年）
　　　もはや解説はいらない。先人は皆知っていた。破綻だけない。「賭博の果ては盗みに至る」との諺も。
◎戦争は其の父なり、運命は其の母なり、而して博奕はこの父母の間に生れたる盲目の驕児なり
（北村透谷　1892年）
　　　「博奕の精神」でギャンブルは眼前の金しか見ないもので人と社会に及ぼす危険を説いた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
狂言にみる博奕
　能と狂言は能楽として人類の無形遺産とユネスコから宣言された。
　狂言はおかしさと笑いの世界にあり、室町時代以降の世俗の喜劇である。古典作品は263曲あるが、その狂言には博奕打ちの登場するものも少なくない。
　「相撲の果ては喧嘩、博奕の果ては盗み」が人の常であるが、博奕打ちも盗人として登場する。「瓜盗人」「子盗人」「仁王」などだが、「博奕大王」は博奕打ちと閻魔王が博奕をする物語だ。
　地獄の閻魔王が六道の辻まで来る。地獄に落ちる罪人が少なく、自ら死者を地獄に責め落とそうとした。博奕打ちが閻魔王の前に引き出され罪を調べると、賭博で人から財産を奪った大悪人だった。しかし、博奕打ちは賭博は悪くない、皆がする遊びと弁解する。閻魔王は興味を持ち、やって見せよというと、相手が必要と言われる。閻魔王自身がサイコロの目を当てるかを賭ける。1の目ばかりを張り続けるが負ける。閻魔王が身ぐるみを剥がれ、ついに負けると極楽に案内することまで賭けてしまい、結局極楽に連れて行くという話である。
　サイコロの1の目にこだわり、悔しがる閻魔王や鬼の姿も笑わせるが、実はこのサイコロは1の目がないものだったというもの。閻魔王もギャンブル依存症になるという笑い話である。
　なお、「双六」「賽の目」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くじ),鬮)罪人」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なわない),縄綯)」は博奕絡みの「曲」である。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Game（遊戯）とGamble（博奕）
　ゲームとギャンブルは言葉も近いが、ゲームに金や物品を賭けるとギャンブルになる。娯楽に競技、勝負、狩猟、獲物、目的物とゲームが広がり、冒険、投機とギャンブルも広いので、ゲームとギャンブルは重なった理解もされる。たしかに、ゲームはバクチの手段であり、ゲームをするgamesterは賭博師でもある。歴史的にも賽、カルタ、囲碁、将棋からあらゆるゲームはバクチに使われた。肉体実技のゲームも、全てギャンブルとなった歴史もある。
　資本主義におけるgamble　in　stocksは「投機」のことで、今や世界の投機資本主義はギャンブル経済である。ゲームが公平なルールで行われ、一時的な楽しみで済み、生活を侵さない遊びや競技で済めばよい。実はそうさせないシステム、止められない仕組みがギャンブルといえよう。従って、ゲームを禁ずることは不可能だが、ギャンブルにさせるかは社会ルールである。
　ゲームには力、技術と努力によってほとんど決まるものから全く偶然のようなもの、人智の及ばないものもある。個人は生まれ育ち、出会い（友人、結婚）、就職まで「賭け」とでも呼ぶ「不確実」さがある。この点を大きく考えると、人生にはギャンブルの部分があることになる。銀行の投資・投機、実は国家レベルでも投資・投機があるし、国際関係、交渉、例えばＴＰＰ参加も「ギャンブル」があると言えなくはない。
　人を選ぶこと、選挙も、その結果との関係ではゲームかギャンブルと言えなくはない。特に選挙で当選し、自らの利益を得んとしたり、特に選挙後の金銭的利益と選挙費用の負担を考える候補者は賭けをしているともいえる。
　そして、戦争は人のやる最悪のバクチ（ギャンブル）である。そして、原発をどうするのかも、実はとんでもない賭けをしているといえる。ツケを未来に廻す賭けは、ルールのない現代人のその場のゲーム、否、ギャンブルである。
　政治選択や社会の様々な選択を金に絡めてゲームないしギャンブル視するのは、その選択にどちらになっても良いとか遊び視したりするもので正しくないという批判は当然ある。選択を金で置き換えるか、同列視することも不遜と言える。
　実は今の日本は無関心的「平和」で、ほとんどの選択がゲームかギャンブルと同様の選択と思われているところに重大な見落とし、誤りがあるのだが･･･。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
コラム　　　　　　　　　　　　　宝くじと音楽
１．「宝くじの歌」がある。昭和21年以来、宝くじの販売促進、宣伝の手段とされ、今日でも抽選会では音楽が利用される。
　　『宝籤の歌』は昭和21年1月18日発表、作詞藤浦洸、作曲古関裕而によるもの。両氏は戦前戦中と時局当局にあわせて活躍した。歌手は近江敏郎で、戦後のＣＭソングのはしりである。その歌詞の1番は次のとおり。
　　　♪　ほんの一枚のポケットマネー　当りや十万ひと財産
　　　　　夢がなければ浮世はつらい　夢より楽しい宝くじ
　　　　　カラカラカラッと世界が回る　　　※くり返し
　　　　　運も不運もラララで回る　　　※くり返し
　　この他に、続いて昭和22年11月21日発表『百万円が当たったら』（作詞高橋鞠太郎）、昭和23年7月9日発表『夢を買いましょ』（作詞和田隆夫）がある。昭和39年7月18日には、宝くじ20周年記念の応募作品『宝くじの歌』（作詞渡辺克巳）が入選し公表された。また、昭和42年9月2日には「くじの日」を定めて『宝くじ音頭』（作成丘灯至夫）を公表している。『夢を買いましょ』の歌詞には「今度は何だか当りそう　果報くるのは寝て待ちましょう　くじはこりずに買いましょう」「いつかあなたとわたしにあたる　すてちゃいけないくじの夢」、『宝くじの歌』の歌詞には「待てばうれしい朝がくる」「夢は正夢たから船」「きっと来る来るしあわせが」とある。『宝くじ音頭』の歌詞には「当たる気がする、こんどこそ」としたり、「グループ買い」を勧めている。嘘八百の歌ばかりだ。そして、第一勧業銀行員だった小椋佳は、昭和45年9月2日に『ドリームオン～夢を追いかけて』を公表している。
このように日本勧業銀行（現みずほ）は、「宝くじは当たるよ！」「夢を買いましょう」と宣伝歌を続けている。その歌詞はいい加減なものが多い。
２．このような押しつけの宝くじの歌に反発したのか、『宝くじは買わない』という歌を忌野清志郎氏が発表している。その歌詞は次のとおり。
　　　♪　宝くじは買わない　だって僕はお金なんかいらないんだ
　　　　　宝くじは買わない　だって僕には愛している人がいるからさ
　　　　　どんなにお金があったって　今より幸せになれるはずがない
　　　　　宝くじは買わない　だって僕はお金で買えないものをもらったんだ　hey･･･
　　　　　400万円あたっても　今より幸せになれるはずがない　（以下略）
　　忌野氏のプロテストソングともいえるが、金で幸せが買えるとし、しかもほとんど当たらない「夢を買いましょ」と甘い言葉で売り勧める「甘銀」、「奸銀」とも「官銀」ともいわれた勧銀の宝くじに対する痛烈な皮肉がある。
　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
コラム　　　　パチスロ業界とギャンブル依存症対策
　全国で200万人はいるとされるギャンブル依存症を生んだ第1はパチスロである。パチスロ店は全国で1万5千店以上に及び、最も身近なギャンブル場であり、最も「大衆的」なギャンブルである。
　パチスロ店は、自らが生んだといえる依存症にどう対応しているか。
第1、パチスロは遊戯ゲームであってギャンブルではなく、ギャンブル依存症には関係ない（というへ理屈）。
第2、ゲームに勝ち負けは当然で納得したもの、好きでやった結果についてパチスロ店には責任はない（という自ら仕掛けたワナへの無反省）。
第3、ギャンブルの要素があっても節度をもってやることは客の責任であり、依存症になるのは客の自己責任である（という責任転嫁が建前である）。
　しかし、第1～第3のとおりパチスロ業は無責任だが、お客様が破局することは本位ではないので、業界組合ではギャンブル依存症をケア相談するところは紹介するとしている。パチンコメーカーや取り締まる警察も、パチスロ依存症には全く知らぬ顔である。結局、パチスロ店もパチスロメーカーもその宣伝・誘致をした者も取り締まる行政も、法的責任はないという立場である。
　しかし、パチスロ店は年商20兆円で数千億円の経営利益をあげる。企業・業界はその1％の数十億円さえ、被害者である依存症患者や家族の救済、治療と発症を無くすことに金を出していない。パチスロ利権を守ったり、カジノ参入までの政治活動には金を出して利権を広げ守り、ワイロ、脱税はするという反社会性はある一方で･･･。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
コラム　　　　　　　　１９４９年の「賭事時代」
　1948年12月発足の松竹新喜劇は、渋谷天外（2代目）を中心に、浪速千栄子（妻、のち離婚）や曾我廼家十吾、曾我廼家五郎八、曾我廼家明蝶、藤山寛美らにより、旧松竹家庭劇を発展させ成功させた。天外は館直志のペンネームで脚本もつくり、劇団の中心だった。
　その1949年の中座での舞台の一つに「賭事時代」（松尾一雄作）がある。一場物だが、「競馬、競輪から拳闘、野球、角力、麻雀、宝くじ、賭碁、賭将棋、闘犬、パチンコ、ハイアライ（回力球）、丁半、オイチョカブ、福徳定期預金からハッタハッタまで、実に世は賭事時代という世相」下の喜劇である。
犯罪の賭博と並べられた福徳定期預金も賭事と言われていたので調べた。当時、銀行は預金集めのために富くじを付していた。例えば、大和銀行（現りそな）は1949年に「1口2千円6ヶ月定期をすると特賞50万円、前後賞各25万円で100万円当たる」と宣伝していた。また、三和銀行（現三菱東京ＵＦＪ）は同じ1口1000円の「三福定期」を宣伝し、「お預け期間、3回もくじを楽しめる」とし、「運が良い方は十万円が3回も当たる」、「無税、無記名、空くじなし」としている。当時1000円というと古家が買える時代だから、大口定期預金者獲得の富くじサービスだった。だから、福徳定期も賭事だと松竹新喜劇はしたのである。
実は、その芝居を見せる中座は一等席の客に抽選券を配り、ビアホールのビール飲み券を配ったり、毎回関西企業の自らが提供する「株券」を賞品として提供もしていた。
かつてミナミの道頓堀には中座、角座、弁天座、浪花座、朝日座、四ツ橋に文楽座、難波新地に歌舞伎座があった。大阪空襲で大被害を受けたが再建が始まっていた時代のことである。
Ｑ＆Ａ　～totoのBIGの不当宣伝について～
Ｑ：7月下旬、車内広告などで日本スポーツ振興協会のサッカーくじｔｏｔｏのＢＩＧで次のような広告を見かけます。
　　「日本一カンタンな6億円の稼ぎ方　これかな」とあり、
　　１．ＢＩＧマークの店をみつけたら、　２．「ＢＩＧ○口」、または「ＢＩＧ○○円分」という
　　３．当せん結果を待つだけ　　と宣伝していますが、不当広告ではありませんか。
Ａ：確認しますと、厳密には6億円の稼ぎ方の後に小さく、「稼ぎ方？」「これかな！」と点部分が星マークの疑問符や感嘆強調符がついて、巧みな「逃げ口」も用意しています。
　　一見、宝くじでもサッカーくじでも6億円が当たれば6億円近く「稼げる」ともいえますが、日本一カンタンな稼ぎ方というのは嘘でしょう。むしろ逆に、最困難な稼ぎ方といえます。その理由は、
　　（１）一等6億円に当たるのが1000万本に1本です（宝くじで1等4億円と前後賞各1億円2枚ともで6億円が当たるのは1000万分の1？）。ＢＩＧはサッカーの結果予想の能力も全く影響がなく完全な機械的くじであり、例えば全顧客の購入金額の55％はとられ、全当選金額合計で45％しか客に戻りません。ほとんどの購入者が空くじなのです。だから、日本一困難な稼ぎ方といえるでしょう。
　　（２）小さな星付きの疑問符が小さく付されているとはいえ、また一方で強調符がありますし、一般の客を欺く宣伝表示をしています。
　　（３）正直者がバカというのかも知れませんが、富くじという本来は違法な犯罪の例外的許可くじを、金が欲しいという大衆にこんな宣伝で売るやり方は詐欺表示といえます。
Ｑ：ｔｏｔｏ、ＢＩＧは昔からこんな甘い宣伝で客を釣る売り方をしているのですから、許されているのでしょうか。
Ａ：それはないでしょう。ギャンブルオンブズマンでは販売主日本スポーツ振興協会や監督庁に抗議・指導を求めています。（この点は2012年11月27日会報6号）
　　しかし、協会は宣伝により客に誤解を与える点は一定認めるも、全く改めずにいます。天下りを送る文科省や消費者を守るため本来厳しく注意すべき消費者庁も対応が見られません。
Ｑ：では、どうすればこんな不当なくじ宣伝や販売を止めさせられるでしょうか。
Ａ：裁判で差し止め裁判をするには、原告適格や訴えの利益といった難関があります。法による有資格消費者団体ならしやすいのですが・・・。
　　それでも欺された市民が訴える方法があります。社会にアピールするため、甘い期待で買った方が悪いとの攻撃を敢えて受忍してでもやるという勇気ある原告とそれを支える運動が必要です。　

ギャンブルオンブズマン


（ギャンブル依存症を生む公認ギャンブルをなくす会）


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（�HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp"�inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：�HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/"�http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）





なくそう！


ギャンブル被害


会報第15号　2013/8/23　





１／２５　/





ギャンブル依存症を生む


　　　　公認ギャンブルをなくす会


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（�HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp"�inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：�HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/"�http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）





当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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